
実施日時：令和７年１月９日（木）
対象・内容：第１学年〈国語・数学・英語、各教科アンケート） 実施校数：２校（府内４７１校）

実施生徒数：２９３人（府内５６，９３０人）

１．度数分布及び教科別結果概要（平均点）

平均点 無回答率

島本町 67.4 5.6
大阪府 58.5 9.4

良好

課題

平均点 無回答率

島本町 56.4 4.8
大阪府 49.8 8.8

良好

課題

平均点 無回答率

島本町 71.3 2.8
大阪府 61.5 5.8

良好

課題

・垂線の作図の方法を理解している

要点を適切に把握することができる

・語や文法事項を理解して、正しい文を書く

会話文を読み、話の概要を捉えて、内容の
・日常的な話題についてのまとまるのある

・異文化についてのまりまりのあるスピーチ
とやり取りを読み、話の概要を捉えて、内
の要点を適切に把握することができる。

ことができる
・短い英文を聞いて情報を正確に聞き取

できる
絵や表に合う適切な英文を選択することが

・具体的な事象において、数量の関係を捉

式を作ることができる

（令和７年３月７日作成）

令和６年度大阪府中学生チャレンジテスト　中学１年生　結果概要
教育推進課

・必要な情報を整理し、内容をまとめること

・必要に応じて確かめたいことを質問する
ができる

えることができる

・問題の中にある数量に着目し、一次方程

ができる

・熟語の構成について理解している

ことができる

・歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して
読んでいる

・比例関係を表す関係で比例定数を求める
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英語

＜結果概要＞

国語：問題形式では、すべての分類・区分で大阪府平均を上回る結果となったが、知識及び技能の観点における、「言葉の特徴や使

い方に関する事項」に係る出題で大阪府平均との開きが小さくなった。

数学：問題形式では、すべての分類・区分で大阪府平均を上回る結果となったが、学習指導要領の領域等上の「図形」からの出題に

おいて、大阪府平均との開きが小さくなった。

英語：問題形式では、すべての分類・区分で大阪府平均を上回る結果となったが、学習指導要領の領域等上の「聞くこと」の出題でも、

大阪府平均との開きが小さくなった。



２．アンケート（抜粋）

（３）授業中、思考ツールを使うなどして、自分の考えを整理したりまとめたりする場面がある。

（４）授業中、PC・タブレットを使って、学級の友だちと意見を交換する場面はどれくらいありますか。

（５）家で、自分の苦手なところ、必要なところを考えて勉強している。

（６）あなたの学級は、違った考えや意見を受け入れる雰囲気がある。
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＜アンケート結果について＞
○（３）については、大阪府平均と比較して肯定的回答の割合が１５．３ポイント高くなっている。学力向上担当者会等で思考ツール
等の啓発に努めてきた結果であると分析できる。ツールの使用はあくまで手段であることを忘れず、生徒の思考を深化させる方策
について、研究を続けていく必要がある。また、（６）については、大阪府平均と比較して肯定的回答の割合が９．６ポイント高くなっている。
昨年度の１年生と比較しても、肯定的回答割合が０．３ポイント高くなっており、学習の基盤たる「安心できる教室環境」が保障され
ていることの証明と分析できる。今後もみづまろキッズ保育・教育ビジョンの目指す「違いを理解し自他を尊重する子ども」を意識し、
教育活動を展開していく必要がある。

●一方で、（４）については大阪府平均と比較して、ＩＣＴ機器の習慣的な活用について、使う頻度が「ほぼ毎日」及び「週３回以上」と
回答した生徒の割合が１０．５ポイント低くなっており、昨年度の１年生と比較しても４．７ポイント低くなっている。こちらも（３）と同じ
く、使用が目的となってはいけないが、令和７年度に予定されている一人一台端末の更新に向け、生徒の学力向上等に正対した
活用について、研究を深めていく必要がある。
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